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２０１０年１０月３日 フランス（アルザス） 

シトロエン・レーシング発 

 

世界ラリー選手権（ＷＲＣ）フランス 
～ ローブ＆エレナ組優勝、シトロエン６度目のタイトル獲得* ～ 

 

絶対に勝ってほしいという期待とプレッシャーのなか、理想的な展開となりました。セバスチャン・ローブと

ダニエル・エレナがアグノーのタウンホール前でシトロエンＣ４ ＷＲＣを止めたとき、二人は世界ラリー選

手権（ＷＲＣ）での６０回目の勝利と、７年連続のＷＲＣタイトルを手にしたのです。ラリー界に燦然と輝くパ

フォーマンス。地元出身のローブの勝利は、応援していた３０万を超える観客の大きな感動を呼びました。

ダニ・ソルド／ディエゴ・ヴァレージョ組の２位入賞という活躍もあり、シトロエン・トタル・ワールドラリーチ

ームは６度目のマニュファクチャラーズ・タイトルを勝ち取りました。  

 

 
 

デイ２までの長いＳＳを終え、クルーはストラスブールの北へと向かいました。最終日はサービスパークを

全くはさまず、軍事キャンプ地ビッシュとローブの故郷アグノーを２回ずつ走ります。７度目の世界チャンピ

オン獲得に挑戦するローブは、ストラスブールから初めての市街地ステージとなるアグノーへ向かうリエゾ

ンで高まる一方の観客の興奮に心揺さぶられていました。「一般道もステージも、どこもかしこも人であふ

れていた。胸がいっぱいになった」 

 

ダニ・ソルドの１日も同じく心揺さぶられるスタートとなりましたが、その理由はローブとは少々ことなりまし

た。 「あの短いステージが曲者だった。あんまりいいペースノートをとっていなかったから余計にね。ウォ

ーターホースの留め金が取れる、というトラブルもあった。修理できたけどね。」 

 

ソルドはビッシュ（ＳＳ１８）でローブを抑えて最速タイムを出し自信を回復します。「スプリットタイムが全く

わからないから、ペースが正しいかどうか把握するのがとても難しかった。最速タイムが出てびっくりしたく

らいだよ」。ローブはリードを大事にする作戦をとったことを認めています。「スプリットタイムなしでは、目

隠しして走っているようなもの。だから短いステージではどんな小さな危険も犯さなかった」 

 

ビッシュでのリグルーピングに相当の時間をとったため、主催者側は２回目のビッシュ（ＳＳ１９）のキャン

セルを決定、ラリーはアグノー通りでフィニッシュを迎えました。フィニッシュラインを越えたローブは、 



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

2

Ｃ４ＷＲＣのルーフにかけ上り喜びを爆発させました。「僕にとってのベストは、これからも最初に獲った世

界タイトルだろうけど、今日の勝利は心のなかの特別な場所に刻み込まれるだろう。僕たちはとても難し

いレースに勝った。故郷でフィニッシュラインを越えるのはとにかく格別な気分だし、こんなに多くの人が来

てくれるなんて信じられない。こんなにたくさんのお客さんがラリーを見に来てくれたのは、初めてだと思う

よ」 

 

「フィニッシュできてよかった」と、ダニエル・エレナも興奮気味に語ります。「このラリーは本当に難しかった。

でもミスをすることなく、僕たちにもシトロエンにも勝利をもたらすことができた」 

 

２位のソルドも満足気な笑顔です。「まず、今週も強かったローブとエレナにおめでとうと言いたい。僕たち

もいいラリーができて、シトロエンの６度目の世界タイトル獲得に貢献できたことをうれしく思う。３週間後

は、僕の母国スペインでの戦いだから、ローブにあやかって勝利を目指したいね」 

 

シトロエン・レーシング・チーム代表オリビエ・ケネルはチームとクルーの活躍ぶりに胸を張ります。「ロー

ブは、今回とてつもない偉業を成し遂げました。想像を絶するプレッシャーがかかっていたはずなのに動じ

ることなく、最速タイムを目指して集中したのです。世界チャンピオンになるためには、今回必ずしも１位に

なる必要はなかったのですが、ローブは根っからの負けず嫌いなんですね。必要なことだけをやっていれ

ばいい、なんていう走りはできなかったのです。今回またもや、ローブが今のラリー界で最高のドライバー

だということが証明されました」 

 

「シトロエンにとって、またもや歴史的な日となりました」とシトロエンのゼネラル・マネージャー、フレデリッ

ク・バンゼは付け加えました。「フランスでワン・ツー・フィニッシュ、そしてドライバーズ、マニュファクチャラ

ーズ両方の世界タイトル決定──とにかく素晴らしい！ 世界最高のラリーチームのおかげです。ヴェル

サイユのシトロエン・レーシング・ファクトリーで働くすべてのみなさん、そして今回の世界タイトル獲得に貢

献してくれたすべてのみなさん、ありがとう」 
*ＦＩＡの最終承認を条件とする。 

 

 

 

【最終結果】 

優勝 ローブ／エレナ シトロエンＣ４ 3 時間 05 分 49 秒 3

2 位 ソルド／ヴァレージョ シトロエンＣ４ ＋ 35 秒 7

3 位 P.ソルベルグ／ペターソン シトロエンＣ４ ＋ 01 分 16 秒 8

4 位 ラトバラ／アンティラ フォードフォーカス ＋ 01 分 29 秒 3

5 位 ヒルボネン／レーティネン フォードフォーカス ＋ 03 分 43 秒 8

6 位 オジエ／イングラシア シトロエンＣ４ ＋11 分 55 秒 9

7 位 ビラグラ／クーレット フォードフォーカス ＋14 分 15 秒 4

8 位 ウィルソン／マーティン フォードフォーカス ＋14 分 26 秒 9

9 位 H.ソルベルグ／ミノア フォードフィエスタ ＋16 分 48 秒 9

10 位 サンデル／アクセルソン シュコダファビア ＋17 分 12 秒 3
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【現在までのドライバーズポイント】 

  SWE MEX JOR TUR NZL POR BUL FIN GER JAP FRA ESP GBR TOTAL

1 Loeb 18 25 25 25 15 18 25 15 25 10 25  226

2 Ogier 10 15 8 12 18 25 12 18 15 25 8  166

3 Latvala 15 10 18 4 25 0 8 25 12 15 12  144

4 P.Solberg 2 18 15 18 0 10 15 12 10 18 15  133

5 Sordo 12 0 12 0 10 15 18 10 18 12 18  125

6 Hirvonen 25 12 0 15 12 12 10 0 0 8 10  104

7 Wilson 6 0 10 6 8 8 2 8 8 0 4  60

8 Villagra - 6 6 8 2 4 - - - 4 6  36

9 H.Solberg 8 8 2 0 6 0 1 0 0 6 2  33

10 Raikkonen 0 0 4 10 - 1 0 0 6 0 0  21

       

【現在までのマニファクチャラーズポイント】 

1 
Citroën  

Total WRT 
30 31 40 25 30 33 43 33 43 37 43  388

2 
BP Ford 

Abu Dhabi 
40 27 20 24 40 12 22 25 12 28 27  277

3 
Citroën  

Jr. Team 
14 18 16 27 - 31 19 20 23 15 10  193

4 
Stobart M-

SportFord 
14 14 16 12 18 10 14 10 10 12 10   140

5 
Munchi’s 

Ford 
- 8 8 10 6 8 - - - 6 8  54

 

 

 

プジョー・シトロエン・ジャポンではシトロエンレーシングの６度目のマニファクチャラーズ・タイトル獲得を積

極的にアピールし、シトロエンＣ４ＷＲＣの強さと幅広く伝えることでブランドの認知向上に努めて参ります。 
 


